
学 食 落g事%

を墨しておりきイレウスの診断をこて開廃した軌 その擬

裾ノ井樟′施行し-!∴｣挿喝Lrヽ病世､召畑潮十㌧卜:'111両 l:1--

ri:t､t､叩tiLlgL･日日】ドintllilml~.lSt車1;11~げ∴;:二､-,'∴ ∴

こで若干の文献的考察を加え鞄暫するR

:.)tll(い.･F~･′･了パ､.･~Y.中主㌢∴,'∵卜紺㌢十王畑'.辛
陣帰し1111~~-1日刊
i､.古 畑卜
原 磁郎

宮上: LTH_

数:第 -郎転質語県立相 済院議

整髪二品 東 学湧

朴勝原発雷捜随感は稀な疾患であるが曾当料をこおいて

症例は甑詔才の激挽き既往歴をこ手酌はなく,家族歴をこ特

記事項なし宇凍寒5月瓢軋.i三鷹郡痛若葉現し6月通日当院

:一再こ巨ここ{バt号亨さ:3日里二日､r7E'-L'.一触詳｢再ltFU練∴r:二ll.

登では予経度の霧鹿を認めるのみであ〟,た,隊藤腎管挿

化せるため術前検査を十分行なわない澄ま桓暦部施療の

診断をこて覇月旦9日開腹手術を施行令術中所見をこて画商斉

より絶息Wだmの回腺をこ膝癖を認め,その腰感を先進郡と

を切除した申術後痛撃組織学的所見では,搾経塚性肉腫

/吊三号.i十日 _巨ト.Tp畑も江戸宣主∴雄鳥三二 丁≡‡L)打て捗1=:.言

祝1･′主守.盲恥畑t.i1㌦;■｣＼∴:;･･∴∴.

_冊Y-幣恒
坂下 況

静
健
麟
野
姉
坪

L7.上
鶴 約 開 院譲

愚者は嶺詔斉身性q昭和59隼絶薫よ咋時櫓腹痛9畷吐あ

丁目･圭黙日射ILi-ト二;-1~､..〟_.畑杵 昭佃甘仁王.1日Hi.陣丸

輝j上い､,ト判∴.こ宜し硬J',,浩､十L苗宮日登言十 j凋購=4-

部をこ経感触鰍 経腺造影を施行したが,太勝をこ巣鷹所見

なし夢症状鰹穣しき経感も触れなくなった☆しかしゃそ

し'1夜.iJ車トリ∴~臣II.;3..E3tZtl)=パ村棋津村巨.施il~トト.

プッシュ式小腸内視鏡検査で亨空腹のトライ､ジ靭麿近陵

をこ平素両帝粒状の球状隆起性経藤を確認した,壁鰻の結

Llきほ7i巨廿樟転トロ､院-~､F,:TITITEi闘十触り.十･1′

ヅ税務近位で空腸豪横の状態をこあり写経草薮廃すお経慶
言､ト,仁.･湖持ち二.い7111日1滞二門粧す手工 手軽し照雄J

2:i.r-)

畑.･t､i粧†十代早古 二∴∫二,青汁私学的詰断言､t町四㌧日当∴

う腺藤の一部をこ高教官転塾腺癌を認める緊線経内痛であ-つ

た卑以上衡前,内祝線的に確認し得た原発性空腸腺腫内
癌の3.傍Bを報漂竪するゎ

讃逢う呂等状結腸嘉機症齢望治験例

離調--磯砂金原 英雄転義露緩合繊 譲

聴 葛薬弘 爆 風 誇 学語

順腎性S準漉結腸_教務症3鰍 遵相性S字状結腸墓標

症息例を経験した職で報告する好

症例息:済琢男性や腹痛ダ下線3を主訴として来院,顔

部単純レ線所見で骨盤部凝滞ガス像内をこ遜終結勝像ありき

直膿鏡で発行する結腺腫藤を確認芦注腸造影所鼠で順行

性S字状結腸登磯症と診断する帯革締約弊風では賭療塑S

字礁結腺腫轟に叶よる順行性5簡性豪磯症であ-〕た億結腺

癌 ･1r._十i:-:.;採津津_瀬畑池丁̀jL寸立 線症了守 十.症

純レ練塀鼠で義勝鼎常ガス像を示すイレウス所見あり学

注腺造影所見でS字畿結腸をこ-敦Lて転だm最の棒状狭

窄徽あり,S字状結腸癌の診断で手術行3=3円寮断簡魔で

藤療塑S字状結腸経慶をこよる避相性3簡性感構症であり,

太腹濃機症は締れな疾厳であるが字種をこ遊行怪童箪症ぼ

締れとされている｡術前レ線像を中心をこ望症例を観覧す
る瞥

こけ~きい人吉日ニ:′､i'冊再付与ヱ∵工.Li-ft号言
撃聯太脇m癌を認めた-症例

引l…日直･再も i.1f_隼
柴悶 芳樹療銃床 窯
繭経3品妓帝佐藤 攻
川瀬 忠蒋東関
高野 ∨↓

症

嘱謂赤帽 純 譲

S状結腸紅鮭する巨尭な膝癖の近傍をこかさな観養鯉の

粘膜内癌を経験したので報暫する-
jI口紅三.､7tl辛ii甘.主卜紬1榊f昌｣:.詔に来ド:･:.日.･JT侶｢畑

も同部をこ膝感を認軌 注腸Ⅹ線検度ではS状結腸に純銀

だ隅をこ鮎たる教か化と壁の硬化像を認めた｡内祝級では

S状結腸の狭窄,発赤アびらん,ポリ-プ等を認め,甑豆一

昭和;出-75日()=T-術施1'･十 と目線明断こ接し.'q＼7


